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聖書の本文に照らした貨幣の存在論的意味と人間の心との関係

著者：Maru 810

要旨

貨幣は、その経済的機能だけでは十分に理解できない、人間生活の重要な一側面である。本稿は、ヘブライ語

の kesef（������、「銀」、文脈によっては「金銭」）と、日本語の

ginkō（銀行）を出発点として、貨幣の存在論的意味を考察する。銀行の「銀」という漢字は kesef との語彙的

比較を可能にするが、両語に直接の語源的関係があるという意味ではない。マタイ6章21節・24節、ルカ21章1‒

4節、テモテへの手紙一6章6‒19節を、文献研究と聖書神学的読解によって検討する。考察の結果、貨幣は経済

的手段であると同時に、社会的関係と道徳的責任にも関わることが明らかになる。銀行は貨幣の管理を助ける

が、その究極的な目的を決めるものではない。聖書の光に照らすと、重要なのは所有する金額だけではなく、

貨幣を得て、管理し、用いる方向を定める人間の心である。
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1．序論

貨幣は、人間が生活必需品を得、教育を支え、経済活動を行い、困窮する人々を助けるために欠かせない。し

かし、貨幣は争い、不正、貪欲、そして人間の内面的自由を損なう執着の原因にもなり得る。したがって、貨

幣を交換手段、価値尺度、価値保存手段としてのみ理解するだけでは十分ではない。存在論的な問いは、貨幣

が単なる経済的道具なのか、それとも貨幣との関わり方が、人間自身、他者、神をどのように理解しているか

を示すのか、という点にある。

本稿でいう貨幣の存在論的意味とは、貨幣が必要を満たし、選択を表し、責任を果たし、社会的・霊的な関係

を形づくる手段として、人間生活の中で占める位置と意味である。貨幣そのものに意識や意志があるわけでは

ない。その具体的な意味は、それを用いる人間の目的、判断、価値観、行為に関わっている。

イエスは語られた。

「あなたの富のあるところに、あなたの心もあるのだ。」（マタイ6章21節）

この言葉は、富と人間の注意、信頼、根本的な献身との関係を示している。本稿では、ヘブライ語 kesef

と日本語 ginkō を、同じ語源を持つ語としてではなく、古代の具体的な取引から現代の金融機関に至る貨幣の

あり方を考えるために比較する。

2．研究方法

本稿は、文献研究、限定的な語彙分析、聖書神学的読解を組み合わせた質的研究である。まず kesef と ginkō 

の語彙的意味を確認し、次に富、マモン、寛大さ、責任を扱う聖書本文を文脈に即して読む。最後に、貨幣、

人間の心、社会的責任について哲学的・神学的に考察する。本稿は概念的・解釈的研究であり、哲学的結論を

各語の辞書的意味そのものと同一視しない。
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3．Kesef（������）：聖書における銀と金銭

ヘブライ語 ������（kesef）は基本的に「銀」を意味し、聖書のいくつかの文脈では「金銭」をも意味す

る。創世記23章16節では、アブラハムがサラの埋葬地となる土地の代価として銀を量る。この場面は、銀が合

意、所有、他者への責任を伴う取引の手段として用いられたことを示す。

経済学的には、貨幣は交換手段、価値尺度、価値保存手段として機能する。存在論的には、貨幣が人間生活の

中でどのような位置を占め、何に奉仕するのかが問われる。貨幣は家族、教育、医療、人道支援を支える一方

、他者を搾取するために用いられることもある。したがって、貨幣の道具的機能と、その使用に伴う道徳的意

味を区別する必要がある。

4．Ginkō（銀行）：現代社会における貨幣管理

日本語の銀行は ginkō と読み、金融機関を意味する。銀（gin）は「銀」、行（この語では kō と読む）は複合

語の一部であり、意味や読みは文脈によって異なる。字義的な説明として「銀の機関」と言うことはできても

、それは現代の銀行の機能的定義ではない。今日の銀行は、預金、貸付、決済などの金融サービスを提供する

。

銀という漢字は、銀を意味する kesef と語彙的に比較できる。しかし、両者は異なる言語伝統に属しており、意

味が似ているというだけで直接の語源的関係があるとはいえない。

古代に量られた銀から、現代の口座残高や電子的な記録へと、貨幣の形態と管理方法は変化した。しかし、富

をどのように得て、保管し、用いるべきかという問いは残る。銀行は貨幣そのものではなく金融サービスを提

供する制度であり、貨幣の目的と使用には人間の判断と公正な規則が必要である。

5．人間の心と富：マタイ6章21節

イエスは語られた。

「あなたの富のあるところに、あなたの心もあるのだ。」（マタイ6章21節）

マタイ6章19‒24節の文脈では、この言葉は地上と天に蓄える富、内面の方向性、二人の主人に仕えることの不

可能性と結びついている。

聖書における「心」は感情だけでなく、意志、思考、判断、根本的な方向性にも関わる。銀行口座は財産の一

部を記録するが、残高だけで所有者の内面を判断することはできない。多額の財産が直ちに貪欲を意味するわ

けでも、貧しさが自動的に清い心を証明するわけでもない。

より重要なのは、貨幣をどのように得て、何のために管理し、他者への責任を考慮して用いているかである。

マタイ6章21節は、口座残高で心を評価するのではなく、富と人生の方向性との関係を吟味するよう促している

。

6．マモン：手段が目的に変わる危険

イエスは言われた。

「だれも二人の主人に仕えることはできない。あなたがたは、神と富とに仕えることはできない。」

（マタイ6章24節の趣旨）

この箇所のマモンは、主人のように人間の献身を要求するものとして扱われる富を指す。

この警告は、貨幣を持つこと、貯蓄すること、働くこと、銀行を利用することが信仰生活と相いれないという

意味ではない。問題は、富が人生の究極目的となり、真実、公正、道徳的責任を押しのけるときに生じる。貨



Maru 810  •  日本語  •  3

幣を用いることは、それを手段として位置づけることである。貨幣に仕えることは、富に人生の方向を支配さ

せることである。

銀行は収入の保管、生活費の支払い、教育資金の管理、生産的な事業の支援に用いられる。銀行そのものをマ

モンと同一視することはできない。マモンという神学的概念が問題となるのは、富が人間生活の支配者として

扱われる場合である。

7．貧しいやもめ：金額を超える献げ物の意味

ルカ21章1‒4節で、イエスは二枚の小さな銅貨を献げた貧しいやもめに注目された。そして語られた。

「この貧しいやもめは、だれよりもたくさん入れた。」（ルカ21章3節の趣旨）

イエスの評価は、金額だけを基準としていない。献げ物の道徳的意味には、献げる人の状況、犠牲、行為の方

向性も関わる。ただし、この物語を貧しい人々の搾取を正当化したり、生活に必要なものをすべて差し出すよ

う要求したりするために用いてはならない。ルカ20章45‒47節にある、やもめの家を食い物にする律法学者への

批判とあわせて読む必要がある。

この物語は、誠実さと信頼を考えさせると同時に、弱い立場の人々に負担を強いる社会状況への注意を促す。

献げ物の意味は寄付額だけで決まらず、責任と人間の尊厳への配慮にも関わっている。

8．金銭への愛と内面的自由

テモテへの手紙一6章10節には、次の警告がある。

「金銭の欲は、すべての悪の根です。」（同節の趣旨）

ここで問題とされるのは金銭そのものではなく、金銭への愛である。

金銭への執着は、富の蓄積だけで成功を測り、他者の必要を無視し、不正を正当化する方向へ人を導き得る。

一方、テモテへの手紙一6章17‒19節は、不確かな富に望みを置かず神に望みを置き、善を行い、惜しみなく分

かち合うよう勧める。

貯蓄、支出計画、将来への備え、金銭上の義務を果たすことは責任ある行為となり得る。内面的自由とは貨幣

を持たないことではなく、貨幣を意志と道徳的判断の最高の支配者にしないことである。

9．責任と連帯の手段としての貨幣

貨幣は、家族の生活、教育、医療、公正な賃金、災害被災者への支援、社会活動を支えることができる。この

考え方は、困窮する兄弟姉妹の必要に心を閉ざすことと神の愛とを結びつけて考えるヨハネの手紙一3章17節と

も響き合う。

愛は貨幣によって表されることもあるが、時間、労力、知識、寄り添うことによっても表される。組織におけ

る金銭管理には、透明性と説明責任が必要である。預かった資金は誠実に、定められた目的に沿って管理され

なければならない。

銀行制度は記録と管理を助けるが、効率性が公正さへの責任に取って代わることはない。貨幣は、命を守り、

共通善を支えるために用いられるとき、人間的な意味を持つ。
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10．存在論的総合：KesefからGinkōを経て人間の心へ

貨幣の存在論的意味は四つの側面から整理できる。第一に道具的側面：貨幣は必要を満たし、銀行は金融管理

を助ける。第二に関係的側面：貨幣は家族、労働者、社会、支援を必要とする人々との関係に影響する。第三

に道徳的側面：貨幣の取得と使用は誠実さ、公正さ、責任に関わる。第四に霊的側面：富との関係は信頼と献

身の問題に触れる。

概念的な流れは、������（kesef）→ 貨幣 → 銀行（ginkō）→ 金融管理 → 道徳的責任 → 神の前におけ

る人間の心の方向性と表せる。これは語源的関係や直接的な歴史の順序を示すものではなく、聖書時代の貨幣

から現代の金融機関を経て、使用目的への問いに至る思索の流れである。

重要なのは、どれほど所有しているかだけではなく、何のために用い、誰に仕え、どのような価値に導かれて

いるかである。

11．結論

貨幣の存在論的意味は、その経済的機能を超えている。Kesef（������）は聖書における銀と金銭を理解

する出発点となり、ginkō（銀行）は「銀」という漢字が現代の金融機関を表す日本語に含まれていることを示

す。この比較は語彙的・概念的なものであり、直接の語源的関係を意味しない。

マタイ6章21節は富と心の方向性との関係を示し、同24節は富を主人とする危険を警告する。ルカ21章1‒4節は

献げ物の価値が金額だけでは測れないことを示し、テモテへの手紙一6章は金銭への執着を戒め、寛大さを勧め

る。

銀行は経済資源の管理を助けるが、銀行の存在や口座残高の大きさが、その人の道徳的価値を自動的に決める

わけではない。重要なのは、貨幣をどのように得て、管理し、人間としての責任の中で用いるかである。貨幣

は、命を守り、公正さを支え、責任を果たし、隣人への愛を実現する手段となるとき、適切な意味を持つ。

したがって、kesef から ginkō への考察は、富と心についてのイエスの言葉へと戻る。貨幣がどこに保管されて

いるか、どれほど所有されているかだけでなく、何のために用いられ、どのような価値に導かれているかが重

要である。貨幣は、神に代わるものではなく、命を支え、他者の尊厳を尊重するための手段でなければならな

い。
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